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（エッセイ もぐらの目）       ＬＩＰ ２０１９／１１ 

〈２〉 

「
も

ぐ
ら

の
目

」
～

七
十

～
 

 
 

鶴
島

緋
沙

子
 

 

ご
ち

ゃ
ま

ぜ
ジ

ュ
ー

ス
 

  
か

た
こ

と
か

た
こ

と
、

歯
切

れ
良

い
音

が
す

る
。

う
、

う
う

ん
、

何
だ

ろ
う

？
 

あ
あ

、
そ

う
か

、
も

う
朝

な
ん

だ
。

と
思

い
な

が
ら

又
も

や
頭

は
夢

の
中

に
ゴ

ー
バ

ッ
ク

。
 

 
今

度
は

親
し

い
友

二
人

と
イ

タ
リ

ア
料

理
の

テ
ー

ブ
ル

を
囲

ん
で

い
る

レ
ス

ト
ラ

ン
に

。
 

〝
イ

タ
リ

ア
ン

レ
ス

ト
ラ

ン
〟

と
銘

打
ち

な
が

ら
、

中
身

は
、

ジ
ャ

パ
ニ

ー
ズ

イ
タ

リ
ア

ン
と

い
う

べ
き

か
。

だ
が

こ
の

空
き

っ
腹

。
四

の
五

の
言

っ
て

る
余

裕
は

な
い

。
胃

腸
が

、
口

を
あ

ん
ぐ

り
さ

せ
て

待
っ

て
い

る
。

た
ま

ら
ず

フ
ォ

ー
ク

で
何

や
ら

香
り

の
高

い
青

菜
と

肉
を

突
き

刺
し

口
元

へ
。

 

 
途

端
に

今
度

は
、

は
っ

き
り

目
が

覚
め

た
。

覚
め

た
目

が
恨

め
し

気
に

空
に

上
げ

た
右

手
を

追
っ

て
い

る
。

フ
ォ

ー
ク

な
ど

持
っ

て
い

る
は

ず
が

な
い

。
 

 
え

！
 

夢
！

 

 
力

な
く

下
ろ

す
右

手
を

見
な

が
ら

が
っ

か
り

す
る

私
の

耳
に

、
か

た
こ

と
か

た
こ

と
手

慣
れ

た
包

丁
の

音
。
今

度
は

現
実

。
息

子
が

、「
ご

ち
ゃ

ま
ぜ

ジ
ュ

ー

ス
」
の

製
作

中
だ

。「
ミ

ッ
ク

ス
ジ

ュ
ー

ス
」
と

ス
マ

ー
ト

に
ま

と
め

た
い

が
、

中
身

は
、

正
に

ご
ち

ゃ
ま

ぜ
。

 

 
ベ

ー
ス

は
「

り
ん

ご
」
。
こ

れ
は

ま
あ

、
良

し
と

し

よ
う

。
プ

ラ
ス

「
ブ

ロ
ッ

コ
リ

ー
」

ま
あ

、
こ

れ
も

い
い

だ
ろ

う
。

加
え

て
昆

布
に

わ
か

め
、

か
つ

お
の

粉
末

。
黒

ゴ
マ

に
黄

な
粉

、
か

て
て

加
え

て
ヨ

ー
グ

ル
ト

に
牛

乳
。

あ
！

 
そ

う
だ

。
昨

日
近

所
の

「
ボ

ー
イ

フ
レ

ン
ド

」
と

言
い

た
い

と
こ

ろ
だ

が
、

野
菜

作
り

が
趣

味
と

い
う

近
所

の
爺

さ
ん

フ
レ

ン
ド

か
ら

プ
レ

ゼ
ン

ト
さ

れ
た

み
ず

み
ず

し
い

大
根

葉
。

す
べ

て
ほ

う
り

込
ん

で
大

満
足

。
我

が
家

に
来

て
か

ら
四

十
年

近
く

な
る

こ
れ

も
又

老
い

ぼ
れ

ミ
キ

サ
ー

が
、

「
よ

っ
こ

ら
し

ょ
」

と
腰

を
上

げ
、

お
も

む
ろ

に
動

き
出

す
。

 

 
が

ん
ば

れ
、

も
う

一
息

！
 

思
わ

ず
声

を
掛

け
た

く
な

る
。

我
が

家
の

「
ご

ち
ゃ

ま
ぜ

ジ
ュ

ー
ス

」
製

造
の

エ
キ

ス
パ

ー
ト

。
 

 
考

え
れ

ば
、
い

や
、
考

え
な

く
て

も
何

も
か

も
が

、

年
を

重
ね

て
古

く
な

っ
て

い
く

。
古

く
な

る
程

値
打

ち
の

出
る

お
宝

骨
董

品
な

ん
て

、
時

々
テ

レ
ビ

で
見

て
感

心
す

る
の

み
。

一
番

身
近

で
古

び
て

い
た

亭
主

も
程

よ
い

と
こ

ろ
で

、
消

え
て

し
ま

っ
た

。
な

ん
て

思
い

な
が

ら
一

人
鏡

を
見

る
。

 

 
や

が
て

こ
の

、
昔

お
転

婆
娘

、
今

出
し

ゃ
ば

り
婆

さ
ん

の
私

も
こ

の
世

か
ら

お
さ

ら
ば

だ
。

そ
う

思
っ

て
み

る
と
「

ご
ち

ゃ
ま

ぜ
ジ

ュ
ー

ス
」
そ

の
も

の
が

、

私
の

人
生

だ
。

と
納

得
。

 

 
「

清
く

正
し

く
」

な
ん

て
、

優
等

生
の

人
生

訓
な

ん
て

く
そ

く
ら

え
！

 
一

度
死

ね
ば

、
も

う
こ

の
世

に
は

戻
っ

て
こ

れ
な

い
。

余
生

、
何

年
あ

る
か

わ
か

ら
な

い
が

、
う

ん
と

楽
し

ん
で

み
よ

う
じ

ゃ
な

い
か

。
 

「
さ

あ
！

 
今

日
も

元
気

で
行

こ
う

。
え

い
え

い
お

う
！

」
と

気
合

を
入

れ
て

勢
い

よ
く

立
ち

上
が

っ
た

途
端

、
 

「
痛

た
た

た
！

 
腰

痛
め

。
ま

あ
、
致

し
方

な
い

か
。

長
年

こ
の

体
を

支
え

て
く

れ
た

ん
だ

。
頼

む
よ

こ
れ

か
ら

も
、

仲
良

く
い

こ
う

ぜ
」

 

 
大

き
く

伸
び

を
し

な
が

ら
、

さ
て

今
夜

は
、

な
け

な
し

の
財

布
の

中
身

を
は

た
い

て
も

イ
タ

リ
ア

ン
レ

ス
ト

ラ
ン

へ
行

こ
う

。
 

 
固

く
決

心
す

る
私

で
あ

っ
た

。
 

 

 
鶴
島
緋
沙
子
さ
ん
は
、
山
田
洋
次
監
督
の
映
画
「
学
校
Ⅲ
」

の
原
作
と
な
っ
た
「
ト
ミ
ー
の
夕
陽
」（

つ
げ
書
房
新
社
刊
）

な
ど
の
作
品
で
知
ら
れ
る
枚
方
市
在
住
の
作
家
。「

大
阪
府

高
齢
者
大
学
校
エ
ッ
セ
ー
文
学
科
」「

大
阪
府
民
カ
レ
ッ
ジ

ひ
ら
か
た
校
」
等
講
師
。
著
書
『
私
の
中
の
瀬
戸
内
寂
聴
』

『
も
ぐ
ら
の
目
』
な
ど
。「

自
閉
症
」
の
息
子
さ
ん
の
母
親

で
あ
り
、「

枚
方
自
閉
症
児
(者

)親
の
会
」
の
元
代
表
。
 



（水俣をとおして社会とつながる）   ＬＩＰ ２０１９／１１ 

〈３〉 

 10月９日（水）枚方市のサンプラ

ザ生涯学習市民センターで、2019

年度講座「生きること」の第４回目

として、一般財団法人水俣病センタ

ー相思社の常務理事・永野三智さん

の講演「水俣をとおして社会とつな

がる」が行われました。 

 永野さんは、熊本県水俣市生まれ。

2008 年一般財団法人水俣病センタ

ー相思社の職員となり、水俣病患者

相談の窓口を務め、水俣茶やりんご

の販売を担当しています。水俣病の

歴史と現在起こっていることをま

とめた著書を、昨年出版されました。 

 

水俣病って？ もう終わったんじゃないの？ 

−いえ、患者は今も苦しんでいます。 

 

 1932 年チッソが水俣の工場で水銀を触媒とした

アセトアルデヒドの製造を開始。それ以降1968年ま

で工場排水を無処理で水俣湾に排出したため、湾内

に生息する魚介類が汚染され、それを食べた人たち

が「メチル水銀中毒症」を発症、水俣病と呼ばれる

ようになりました。1956年チッソ附属病院が原因不

明の中枢神経疾患患者を保健所へ届け出て公式確認

された水俣病は、政府によりその後公害認定がなさ

れ、訴訟も起こされて、認定患者には経済的な保障

がされています。しかしその後認定基準が極端に厳

しくなるなど、今なお「自分は水俣病ではないか」

「申請したが認定されなかった」と相思社に相談に

来る人がたくさんいます。しびれや頭痛、耳鳴り、

こむらがえり、味覚や聴覚の鈍麻など、身体に現れ

る症状の苦しさ。そして、差別と排斥。家族や親族

にも病気を打ち明けられない人もいます。 

 

隠ぺいと嘘 −過去と現在が⼆重写しに 

 

 1959 年チッソはメチル水銀を除去するサイクレ

ーターを取り付けたとして、排水口の水をチッソ社

長がコップで飲んで見せて、「安全宣言」を行いまし

た。「もう安全だよね」と人々はまた湾で取れた魚を

食べ始めました。しかし、実は水銀除去の装置はサ

イクレーターに設置されていなかった。社長の飲ん

だ水は水道水だったのです。汚染された魚を食べ続

けた人たちの間に患者や胎児性患者がまた増えてい

きました。 

 聞けば聞くほど恐ろしくなって

くる話、しかし違うかたちで同じよ

うなことが今も起こっているので

はないでしょうか。「希釈されるこ

とを期待して」チッソは工場の排水

口の位置を川から水俣湾へと移し

ました。結果、湾内全域に汚染が広

がることに。目を現在に戻すと、東

京電力福島第１原発の汚染水処理

をめぐって、この９月、原田前環境

大臣が「海洋放出しか方法がないと

いうのが私の印象だ」と発言。それ

を受けて松井大阪市長は、環境被害

が生じないという国の確認を条件に、大阪湾への放

出に協力する方針を示し、吉村大阪府知事もそれに

同調しています。トリチウムだけが含まれていると

いわれている汚染水ですが、実際には他の放射性物

質が含まれていることが昨年報じられています。こ

れらのことを一体どう考えたらいいのでしょう。 

 「これは犯罪です。同じことが起こらないように」

と永野さんは、水俣病に苦しむ人たちに寄り添い、

問題を問い続けています。真摯なその姿に感じ入り、

もっと水俣のことを知りたいと、図書館で永野さん

の著書を借りて読みました。 

 

『みな、やっとの思いで坂をのぼる 水俣病患者の

相談のいま』 −当事者意識、コミットメント 

 

 掌にのるような、小さな、ずっしり重い本。短い

章立てで、とても読みやすい。 

 水俣病の歴史についての説明を読み、水俣病患者

一人一人のたどってきた苦闘続きの人生を知ると、

胸が苦しくなってきます。永野さん自身、作家の故・

石牟礼道子（いしむれ・みちこ）さんに問いかけて、

「悶え加勢すれば良かとです」と言われました。「苦

しんでいる人がいるときに、その人の家の前を行っ

たり来たり。ただ一緒に苦しむだけで、その人はす

こぉし楽になる」。以来永野さんは、何もできない自

分を責めるのではなく、寄り添っていこうと決めま

した。 

 目の前に現れる事象を自分に引き寄せて考える。

「あの人たちがやったこと」「上の人がそう言ったか

ら」ではなく、「私もその社会の一員」として、何千

分の一何万分の一の責任を担おうと決意する。解決

への道は、そこからこそひらけてくるのだと思いま

した。     （文／豊髙明枝 写真／蓬田仁） 

「水俣をとおして社会とつながる」 

永野三智さんのお話を聞いて、著書を読みました。 



（秀作エッセイ）         ＬＩＰ ２０１９／１１ 

〈４〉 

素
ラ

ー
メ

ン
 

 
星

乃
 

美
夜

子
 

  
地

方
紙

の
片

隅
に

、
小

さ
な

そ
の

記
事

を
見

つ
け

た
の

は
一

年
程

前
の

こ
と

だ
。

 

 
山

陰
の

あ
る

地
方

都
市

で
親

し
ま

れ
て

い
る

「
武

蔵
屋

食
堂

」
の

素
ラ

ー
メ

ン
が

、
真

空
パ

ッ
ク

で
地

元
の

ス
ー

パ
ー

で
販

売
さ

れ
る

こ
と

に
な

っ
た

と
い

う
記

事
。

 

 
そ

こ
に

住
ん

で
い

た
当

時
、

よ
く

食
べ

た
う

ど
ん

ス
ー

プ
入

り
中

華
麺

の
味

は
、

五
〇

年
経

っ
た

今
も

消
え

る
こ

と
な

く
、

私
の

脳
裏

の
奥

底
に

残
っ

て
い

る
。

 

 
大

阪
に

出
て

来
て

か
ら

、
い

ろ
ん

な
ラ

ー
メ

ン
を

食
べ

た
が

、
そ

れ
は

全
く

別
物

だ
っ

た
。

 

 
あ

の
や

さ
し

さ
に

包
ま

れ
た

上
品

な
味

は
、

う
ど

ん
ス

ー
プ

だ
っ

た
の

だ
と

初
め

て
知

っ
た

。
と

き
ど

き
無

性
に

食
べ

た
く

な
る

。
 

 
先

日
、

帰
省

し
た

折
、

武
蔵

屋
食

堂
を

訪
ね

た
。

 

 
以

前
に

も
訪

ね
た

こ
と

が
あ

っ
た

が
、

そ
の

と
き

は
見

つ
け

ら
れ

な
か

っ
た

の
で

、
今

度
は

住
所

を
確

認
し

て
行

く
。

 

 
大

通
り

か
ら

路
地

に
入

っ
て

少
し

行
く

と
、

懐
か

し
い

看
板

が
見

え
て

来
た

。
建

物
は

建
て

替
え

て
あ

っ
た

が
、

以
前

の
面

影
を

残
し

た
造

り
で

、
昔

を
思

い
出

す
。

 

 
ド

キ
ド

キ
し

な
が

ら
、

ド
ア

を
開

け
た

。
お

昼
時

は
過

ぎ
て

い
た

が
、

数
組

の
客

が
い

る
。

 

 
年

配
の

女
店

員
が

注
文

取
り

に
来

た
の

で
、

迷
う

こ
と

な
く

「
素

ラ
ー

メ
ン

」
を

注
文

し
た

。
 

 
当

時
こ

の
店

に
は

、
は

た
ち

前
後

の
き

れ
い

で
さ

っ
ぱ

り
し

た
看

板
娘

が
い

た
が

、
先

ほ
ど

の
店

員
は

あ
の

人
だ

ろ
う

か
。

訊
い

て
み

た
い

気
持

ち
を

お
さ

え
た

。
 

 
ま

も
な

く
昔

な
が

ら
の

ラ
ー

メ
ン

鉢
の

中
に

、
透

き
通

っ
た

ス
ー

プ
に

麺
、

具
は

も
や

し
と

ね
ぎ

と
か

ま
ぼ

こ
と

天
か

す
の

、
思

い
描

い
て

い
た

通
り

の
素

ラ
ー

メ
ン

が
運

ば
れ

て
き

た
。

 

 
こ

れ
こ

れ
、

ず
う

っ
と

こ
の

素
ラ

ー
メ

ン
が

食
べ

た
か

っ
た

の
だ

。
 

 
私

は
五

〇
年

ぶ
り

に
味

わ
う

懐
か

し
い

味
に

、
わ

く
わ

く
し

な
が

ら
、

ま
ず

ス
ー

プ
を

、
次

に
麺

を
口

に
運

ん
だ

。
 

 
が

、
期

待
し

て
い

た
思

い
出

の
味

は
甦

っ
て

来
な

い
。

 

 
焦

り
な

が
ら

、
今

度
は

祈
る

よ
う

に
、

て
い

ね
い

に
て

い
ね

い
に

と
口

に
運

ん
で

い
っ

た
。

 

 
半

分
ほ

ど
食

べ
た

と
き

、
漸

く
ス

ー
プ

の
や

さ
し

い
コ

ク
が

の
ど

奥
に

広
が

り
始

め
た

。
 

 
そ

の
味

は
あ

の
時

の
ま

ま
だ

っ
た

。
 

 
き

っ
と

、
い

き
な

り
主

張
す

る
よ

う
な

、
そ

ん
な

下
品

さ
は

無
い

の
で

あ
ろ

う
。

 

 
こ

の
素

ラ
ー

メ
ン

の
神

髄
が

分
か

っ
た

気
が

し
た

。
 

 
先

に
来

て
い

た
夫

婦
ら

し
い

年
配

客
も

、
こ

の
味

が
、

懐
か

し
く

て
来

店
し

た
の

だ
ろ

う
か

。
 

 
店

を
出

る
と

き
、

こ
れ

ま
た

此
処

だ
け

の
味

を
楽

し
み

に
来

た
よ

う
な

、
サ

ラ
リ

ー
マ

ン
連

れ
と

す
れ

違
っ

た
。

 

 

「
大
阪
府
高
齢
者
大
学
校
エ
ッ
セ
ー
文
学
科
」
星
乃
 
美

夜
子
さ
ん
の
作
品
で
す
。
５
ペ
ー
ジ
の
作
品
は
佐
藤
宏
一

さ
ん
。
こ
ち
ら
の
旅
行
記
は
連
載
に
な
り
ま
す
。
 

講
師
を
つ
と
め
る
鶴
島
緋
沙
子
さ
ん
の
推
奨
作
品
。

 

いまだから読んでほしい 

枚方市在住 鶴島昭雄さんの戦争体験 

少年期は戦争中だった 
 

Ａ５サイズ １０４ページ 手製本 

￥５００（送料＋￥１８０） 

※注文生産なので発注から納品まで１週間必要です 

 

極少出版 とれぶ出版部 

連絡先 books＠love-dugong.net 



（秀作エッセイ）         ＬＩＰ ２０１９／１１ 

〈５〉 

ド
イ

ツ
～

オ
ー

ス
ト

リ
ア

旅
行

記
（

１
）
 

２
０

１
９

年
７

月
１

５
日

 
佐

藤
宏

一
 

 １
．

ド
イ

ツ
へ

出
発

の
日

 
２

０
１

９
年

６
月

２
０

日
 

 前
夜

９
時

に
就

寝
、

赤
ワ

イ
ン

を
ち

ょ
っ

と
飲

み
過

ぎ
、

１
時

３
０

分
目

が
覚

め
る

。
常

備
薬

の
充

填
を

思
い

つ
き

実
行

す
る

。
３

時
に

紘
子

（
妻

）
も

起
き

る
。

あ
と

１
時

間
は

寝
よ

う
と

ベ
ッ

ド
に

入
る

。
目

覚
ま

し
で

４
時

起
床

。

旅
行

ケ
ー

ス
に

荷
物

を
入

れ
る

。
２

３
ｋ

ｇ
。

規
定

重
量

で
あ

る
。

朝
食

、
納

豆
に

生
卵

、
ヨ

ー
グ

ル
ト

、
メ

ロ
ン

い
つ

も
と

変
わ

ら
な

い
。

準
備

完
了

。
 

予
約

済
み

の
日

本
タ

ク
シ

ー
に

５
時

４
０

分
乗

車
、

新
大

阪
駅

に
６

時
に

到
着

し
た

。
 

Ｊ
Ｒ

は
る

か
１

号
に

乗
車

、
関

西
国

際
空

港
ま

で
１

時
間

弱
で

あ
る

。
空

港
は

、
思

っ
て

い
た

ほ
ど

混
雑

な
し

。
搭

乗
手

続
き

、
出

国
手

続
き

は
、

Ｉ
Ｔ

化
さ

れ
て

い
て

ワ
ン

タ
ッ

チ
で

Ｏ
Ｋ

。
金

属
探

知
機

検
査

を
無

事
通

過
、

久
し

ぶ
り

の
緊

張
感

だ
っ

た
が

、
や

れ
や

れ
で

あ
る

。
ア

シ
ア

ナ
航

空
Ｏ

Ｚ
１

１
５

便
が

、
定

刻
９

時
１

０
分

に
イ

ン
チ

ョ
ン

空
港

に
向

け
て

出
発

。
 

 ２
．

韓
国

の
優

し
い

女
性

検
査

官
！

 
イ

ン
チ

ョ
ン

空
港

 

T
ra

n
sfe

r 
２

０
１

９
年

６
月

２
０

日
 

 乗
り

換
え

の
時

の
手

荷
物

検
査

で
止

め
ら

れ
る

。
関

西
空

港
の

免
税

店
で

買
っ

た
日

本
酒

久
保

田
３

合
瓶

で
あ

る
。

綺
麗

な
女

性
検

査
官

曰
く

「
容

量
１

０
０

ｍ
ｌ

を
超

え
た

場
合

は
、

許
可

を
得

て
指

定
の

袋
に

入
れ

な
け

れ
ば

搭
乗

許
可

が
出

な
い

」
と

の
こ

と
。「

免
税

店
で

買
っ

て
い

る
の

に
何

も
し

て
く

れ
て

い
な

い
。

没
収

さ
れ

て
は

困
る

。
こ

れ
か

ら
フ

ラ
ン

ク
フ

ル
ト

の
息

子
の

と
こ

ろ
に

持
っ

て
い

き
た

い
の

で
す

」
と

懇
願

す
る

。
検

査
官

は
、

親
切

に
も

、

ア
シ

ア
ナ

航
空

の
ア

シ
ア

ナ
カ

ウ
ン

タ
ー

ま
で

出
向

き
、

特
別

の
ポ

リ
袋

で
封

印
し

て
、

再
度

手
荷

物
検

査
を

受
け

て
搭

乗
口

に
向

か
っ

た
。

女
性

検
査

官
に

、
感

謝
の

意
を

表
し

て
握

手
を

し
た

。
一
方

紘
子

は
、
待

っ
て

い
る

間
に

、

息
子

は
韓

国
の

大
学

に
留
学
経
験

あ
り

と
親
愛

の
情

を
伝

え
て

く
れ

て
い

た
。

優
し

か
っ

た
女

性
検

査
官

に
感

謝
し

て
い

る
。

 

 ３
．
マ

ン
ハ

イ
ム

の
緑

 
豊

か
な
公
園

を
満
喫

 

L
u
ise

n
p
a
rk 

ル
イ
ゼ

ン
公
園

（
マ

ン
ハ

イ
ム

の
ネ

ッ
カ

ー
川
沿

い
公
園

）
 

２
０

１
９

年
６

月
２

１
日

 

 緑
い

っ
ぱ

い
の
公
園

を
ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

３
・

５
ｋ

ｍ
。

 

マ
ン
ハ

イ
ム
市

は
、

こ
の

よ
う

に
豊

か
な
自
然
公
園

を
い

く
つ

か
保

持
し

て
い

る
。
路
面
電

車
が
走

る
。
ハ

イ
デ

ル

ベ
ル

ク
に

通
じ

る
。

 

市
の

シ
ン
ボ

ル
で

あ
る
水
道
塔

を
（
S
ch
w

etzin
g
e
r stad

t）

記
念
撮
影

。
町

の
中
心

（
In

n
e
n
stad
t）

に
あ

る
ド

イ
ツ

料
理
レ

ス
ト

ラ
ン

で
昼

食
、
バ

イ
ツ
ェ

ン
ビ

ア
、
ソ

ー
ビ

ニ
オ

ン
プ

ラ
ン

の
白

ワ
イ

ン
で
乾
杯

（
ド

イ
ツ
語

で
ツ

ン

ヴ
ォ

ー
ル

）。
ト

ン
カ

ツ
風

の
ジ
ャ
ガ

イ
モ
炒

め
が
美
味

し

い
。
帰

り
に

特
安
百
貨

店
で

ス
ポ

ー
ツ

ウ
ェ

ア
を
購

入
、

暑
さ
対
策

を
講
じ

る
。
来
週

は
３
８
℃

の
予
想

。
ウ
ォ

ー

キ
ン

グ
距
離

６
・

７
ｋ

ｍ
、
歩
数

１
２

５
０

０
歩

 

 ４
．

ラ
イ

ン
川

の
雄

大
な
流

れ
を
見

な
が

ら
…
…

 

L
in
d
e
n
h
o
f 

リ
ン
デ

ン
ホ

フ
（

ラ
イ

ン
川
沿

い
公
園

を
ウ

ォ
ー
キ

ン
グ

）
 

２
０

１
９

年
６

月
２

２
日

 

 マ
ン
ハ

イ
ム
中
央

駅
の
地
下
道

を
抜

け
る

と
、
緑
豊

か
な

公
園

が
現

れ
る

。
そ

し
て

、
ラ

イ
ン
川
沿

い
を
散
策

。
大

き
な
船

が
行

き
交

う
。

 

レ
ス

ト
ラ

ン
の
テ

ラ
ス

を
陣
取

り
、
昼

食
。
有
名

な
フ

ラ

ム
ク

ー
ヘ

ン
を
バ

イ
ツ
ェ

ン
ビ

ア
で
乾
杯

。
ラ

イ
ン
川

を

バ
ッ

ク
に

ア
コ

ー
デ
ィ
オ

ン
演
奏

を
奏

で
る
お
じ

さ
ん

、

幸
せ

な
一

日
に

感
謝

。
ウ
ォ

ー
キ

ン
グ
距
離

３
・

２
ｋ

ｍ
、

歩
数

６
１

０
０
歩

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 
［

続
く
］

 ライン川リンデンホフ公園 

マンハイム ルイゼン公園 



（五行歌／自閉症講座）        ＬＩＰ ２０１９／１１ 

〈６〉  

 
住

民
票

を
移

し
て

い
な

い
 

 
ち

え
こ

 

夫
 

横
浜

に
住

む
証

明
は

な
い

か
ら

 

避
難

所
に

行
け

な
い

ん
だ

 

ホ
ー

ム
レ

ス
の

あ
の

人
の

よ
う

に
 

 私
も

ま
ん

ざ
ら

で
は

な
い

わ
 

 
桑

本
明

枝
 

洗
濯

物
干

し
な

が
ら

 

に
ん

ま
り

し
て

る
と

 

か
ぁ

ぁ
か

ぁ
ぁ

 

ど
こ

か
で

カ
ラ

ス
が

鳴
く

 

 遠
き

昔
の

彼
の

女
(ひ

と
)は

 
 

 
浮

游
 

ピ
ア

ノ
を

弾
い

て
讃

美
歌

を
 

時
は

流
れ

て
彼

の
女

(ひ
と

)は
 

チ
ュ
ー

ハ
イ

片
手

に
 

こ
ぶ

し
コ

ロ
コ

ロ
 

五
行

歌
（

ご
ぎ

ょ
う

か
）

と
は

…
…

五
行

で
書

く
短

い
詩

。
字

数

や
季

語
な

ど
の

制
限

は
な

く
、

自
分

の
お

も
っ

た
こ

と
、

感
じ

た

こ
と

を
、

そ
の

ま
ま

言
葉

に
し

て
書

き
ま

す
。

枚
方

で
は

、
五

行

歌
ひ

ら
か

た
歌

会
(
連

絡
先

：
0
9
0
-
5
8
9
3
-
5
6
3
5
）

が
、

月
一

度
、

原
則

第
２

月
曜

日
午

前
に

、
歌

会
を

行
っ

て
い

ま
す

。
第

２
月

曜

日
が

祝
日

の
場

合
は

、
前

後
の

月
曜

日
に

開
催

し
ま

す
。

 



（イベント情報）          ＬＩＰ ２０１９／１１ 

［イベント情報・ボランティア情報など募集しています。編集局までメールなどで連絡願います］ 

 

枚方自閉症児（者）親の会 
■11月例会 
・日時：11月18日（月） 10時～12時 
・場所：ラポールひらかた ４階 共用ルーム 
■枚方市教育委員会との話し合い 
・日時：11月７日（木） 10時30分～12時 
・場所：教育委員会事務局（輝きプラザきらら） 
※参加者は輝きプラザきらら１階ロビーに集合 

※連絡先 松崎 072-845-3014 春名 072-397-0053 

音楽でリフレッシュ！ 
快い音でゆったりとした楽しい時間を仲間と一緒に思いっき
り声を出して心身共にリフレッシュしませんか？ 
◆日時：11月６日（水）13：00～14：30 
場所：南部生涯学習市民センター ２階音楽室 

◆日時：11月18日（月）13：30～15：30 
場所：サンプラザ生涯学習市民センター ５階視聴覚室 

参加費：500円（初回無料） 
申し込み・問合先 音楽でリフレッシュ！ 担当：中嶋 
         ＴＥＬ：０７２－８４０－５４９３ 

１１月「知的障害者を普通高校へ北河内連絡会」 
定例会のご案内 

今年度の高校進学については、お決めになりましたか。また、
学校生活や卒業後のことについて、いろいろある事でしょう。
ご一緒に考えませんか。 
ご参加いただけたらと願い、ご案内申し上げます。 
〇日時：１１月２４日（日曜日）  午後１:３０～５：００ 
〇場所：寝屋川市民会館 ４階１３会議室   駐車場有り 
  ℡ ０７２-８２３-１２２１ 
  京阪寝屋川市駅下車 寝屋川郵便局方面へ歩いて１０分 
〇内容：①最近の子どもたちの状況と課題 
    ②今年度の高校受験について―具体的ケ－ス 
    ③「医療的ケア」の要る子どもたちについて 
    ④高校卒業後の生活と進路について 
    ⑤その他自由に何でも話し合いましょう。 
〇参加費：１家族１００円 
〇連絡先：松森 090-1960-3469 関山 090-2599-6162  
〇主催：「知的障害者」を普通高校へ北河内連絡会 

ドキュメンタリー映画上映会 
「最後の一滴まで－ヨーロッパの隠された水戦争」 

◆日時：１１月２４日（日） 午後２時～午後４時 
◆場所：交野市ゆうゆうセンター２Ｆ 体験学習室 
（ＪＲ河内磐船駅歩２分または京阪河内森駅歩６分） 
◆参加費：６００円 
◆主催：交野上映会実行委員会 
◆共催：憲法とくらしを考える会 
◆連絡先：０７２－８９２－４９３８（松村） 
昨年、国会で水道法の「改正」案が可決されました。水道の広
域化と民営化を求める内容です。 
しかし、世界に目を向けると、一度「民営化」していた水道事
業が、料金の値上がり・民間を理由とした財政情報の非開示な
どの問題で行き詰まり、各地で水道の再公営化が進んでいま
す。私たちの命を支える水について共に考えてみませんか？ 

体験講座「身体ほぐしの フェルデン・レッスン」 
内容：ゆったりした気持ちのいい動きで、体を整えてみましょ
う。 
日時：11月18日（月）13時30分～14時40分 
場所：ラポールひらかた３階 和室 
講師 ：安藤 緑さん（フェルデンクライス国際公認指導者、フ
ェルデンハウス北斗星主宰） 
対象：女性 
定員：15人 （先着順。要予約） 
参加費：無料 
持ち物：お茶、タオル。ゆったりした服装でお越しください。 
申込み・問合せ：090-5893-5635（とよたか 16時以降） 
        または、c-k＠love-dugong.net 

主催：放課後クラブ「チャレンジ・キッズ」 

一人芝居「天の魚」大阪公演 
原作：石牟礼道子『苦海浄土 わが水俣病』(1969) 
脚本：砂田明 出演：川島宏知 
日時：11月17日(日)14:00／18:00 対談16:00 

場所：ドーンセンター パフォーマンススペース 
   京阪天満橋駅 
前売：2000円 当日：2500円 
問合：「天の魚」関西企画  070-5046-0549(今関) 

kansai.tennoiwo＠gmail.com 

https://ten-no-iwo.1o0.jp/ 

昨年、石牟礼道子さんという作家の方が亡くなったんですが、
この人の代表作に『苦海浄土わが水俣病』という作品がありま
す。この一節を原作にした舞台を、大阪では約30年ぶりに上
演します。また、あわせて長年水俣病運動に関わってきた最首
悟氏と関西在住の水俣病被害者であるおしたようこ氏の対談
を設け、関西から水俣病を考える場としていきたいと考えてい
ます。これは広く福祉、平和、環境問題、国際貢献にもつなが
っていく話ですので、LIPの読者の皆さんにも、ぜひ、知って
いただきたいと思います。 

＊＊＊無添加石けん商品・手作り作品販売のお知らせ＊＊＊ 
・バザー 11/20(水) 10:30～：市役所前の岡東公園にて 
・廃油回収 11/19(火) 10:30～12:00 
     ：南部生涯学習市民センター玄関前にて 
・廃油回収 12/17(火) 10:30～12:00：枚方市役所前にて 
・減量フェア 11/3(日) 10:00～：穂谷川清掃工場にて 
・コマツ事業所フェア 11/10(日) 10:00～：コマツ大阪工
場にて 
 

お近くにお越しの際にはぜひいらしてください。皆でお待ちし
ております＾  ^

また現在、2020年オリジナルカレンダー「やさしいちきゅう
ものがたり」1本 1,100円（送料無料）で販売中です。ご注
文は当作業所まで！！ 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

障害者労働センター   枚方市中宮山戸町10-12-101 

 TEL 072-848-0508 
ネットショップ URL:http//paso0508.cart.fc2.com 



［2005 年 8 月創刊 通巻第 172 号 今号の発行部数 1250 部］ 

次号（１２月号）は、１１月２４日（日）に発行予定です♪ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イラスト 表紙、Ｐ４：平井由恵 

ＬＩＰは、次の場所に置かせていただいてます。 
☆ 各生涯学習市民センター・図書館・メセナひらかた3Fウィル・ひらかたＮＰＯセンター 
☆ 枚方市ボランティアセンター  [ラポールひらかた内  072-841-0181] 

☆ 子ども家庭支援センター ファミリーポートひらかた  [枚方市招提南町2-50-1  072-850-4400] 
☆ コミュニティーカフェ ラ テール  [枚方市西禁野1-3-27 禁野口バス停前  072-848-0418] 
☆ ＮＰＯ法人 りりあん  ［枚方市長尾元町6-39-15  lilian＠kcat.zaq.ne.jp］ 
☆ 婦人洋品店 シャルム  ［枚方市南楠葉1丁目2-16 くずは公民館向かい  072-850-1362］ 
☆ 喫茶 Ｄｉｋ Ｄｉｋ  ［枚方市岡本町8-17  072-846-5377］ 
☆ 街かどデイハウス 藤阪愛逢  [枚方市藤阪元町2-27-1  072-855-6978] 
☆ 枚方市地域包括支援センター社協こもれび  [枚方市南楠葉1-30-1エクセレント辻ビル203号室  072-856-9177] 
☆ 泉屋 楠葉店  [枚方市楠葉並木2-2-2  072-868-3060] 
☆ ＷＡＶＥ３４（ボウリング場）  [枚方市田口4-11-8  072-848-0450] 
☆ 身体障害者共同作業所 キッズ枚方コミュニケーションズ  [枚方市堤町2-1-103  072-861-6360] 
☆ 京阪総合会計事務所  [枚方市西禁野2-4-17第５松葉ビル301  072-805-5252］ 
☆ ヘアースタジオぱぺぽ  [枚方市南楠葉２丁目4-3  072-850-9070] 
☆ 枚方市役所（市民活動課・環境総務課・人権政策室） [枚方市大垣内町２丁目1-20  072-841-1221] 
☆ 枚方市役所 津田支所  [枚方市津田北町2-25-1  072-858-1502] 
☆ (財)枚方市文化国際財団 [枚方市岡東町8-33市民会館内  072-843-1122] 
☆ 枚方市総合福祉センター  [枚方市津田東町2-26-1  072-858-5835] 
☆ (社福)やなぎの里 精神障害者通所授産施設 ぱぴるす [枚方市大字尊延寺2200  072-859-0245] 
☆ ＮＰＯ法人パーソナルサポートひらかた [枚方市中宮山戸町10-12-105  072-848-8825] 
☆ 自閉症療育センター Link  [枚方市岡東町24-10 アイエス枚方ビル３階  072-841-2411] 
☆ 「市民の広場」ひこばえ [枚方市大垣内町2-8-27 シンエービル別館A室  072-846-8780] 
☆ 紅茶専門店ＶＩＥ [枚方市南楠葉1-1-34  072-856-2355] 
☆ shot bar カボチャソース [枚方市牧野下島町14-22  072-809-7676] 
☆ ポパイ商店 [枚方市山之上２丁目16-9  072-846-7232] 
☆ えほんのお部屋ひまわり畑 [枚方市香里ケ丘12丁目6-28  090-6739-7064] 
☆ クッキー工房おれんじはうす [枚方市交北３丁目3-10  072-856-8378] 
☆ 陶器食器のお店 a new sprout [枚方市堤町2-14  072-846-9550] 
☆ 雑貨／カフェ ルポ・デ・ミディ [枚方市堤町10-12  072-843-1525] 
☆ 渦潮ベーカリー楠葉店 [枚方市町楠葉1-30-6  072-856-5420] 
☆ 輝きプラザ「きらら」 [枚方市車塚1-1-1] 
☆ 教育文化センター [枚方市磯島北町37-1 050-7102-3150] 
☆ 三代目たくちゃん ピーコ  [枚方市牧野阪２丁目7-30  080-3785-1728] 
☆ ＭＩＫＩＨＯＵＳＥ キャラメル [枚方市牧野阪2-9-15-105  072-857-6626] 
☆ 株式会社 丸天酒店 [枚方市牧野阪2-5-23  0120-39-7003] 
☆ MogaJogaDining枚方宿 [枚方市堤町2-15 072-846-3535] 
☆ カフェレストラン風鈴火山 [枚方市牧野阪2-5-19  072-856-3799] 
☆ とくふうホーム [枚方市大字尊延寺４５９２－２４  072-858-4058] 
☆ 音楽療法スペース  ウッドヴィレッジ [枚方市牧野下島町9-12  070-857-3540] 
☆ みんなでつくる広場 「ちょこっと」 [枚方市楠葉野田2-30-8  072-856-9439] 
☆ スパバレイ枚方南  [枚方市津田山手1丁目24-1  072-808-4126] 
☆ やすらぎの丘霊苑  [枚方市大字尊延寺4588番4  072-896-1212] 
☆ 苺のいえ  [枚方市甲斐田町５番２５号ウエストヒルズ１０２号 072-805-2660] 
☆ ちいさいほいくえん みんなの里  [枚方市楠葉並木2-28-4  072-845-6814] 
☆ 韓国茶が楽しめるカフェ 「Cafe Cajjo」  [西禁野1-6-28  072-848-8481] 
☆ くずはアートギャラリー [枚方市楠葉花園町15-1-Z302 本館ハナノモール 3階] 
☆ カフェ ル ポン [枚方市高田２丁目20-17  072-396-8785] 
☆ 街かどデイハウス秋桜 [枚方市宗谷1-1-1  072-859-3991] 
☆ 明日花障害者作業所  [枚方市西禁野１丁目3-18  072-848-2324] 
☆ 陽だまりの会 [枚方市交北2丁目7-15  072-809-0015] 
☆ Ｌｉｎ Ｂｒｕｎ． [枚方市牧野下島町18-7  072-865-3514] 
☆ カミュゥ [枚方市牧野下島町13-11  072-865-7310] 
☆ Grand Table [枚方市山之上1丁目12－10  072-846-3808] 
☆ 尊延寺公民館 [枚方市尊延寺3丁目3 ｰ16  072-859-0168] 
☆ ひねもすぱんのかふぇ[枚方市堤町10-24 鍵屋別館1階 090-5963-0590] 
☆ まことの豆富 燈 本店  [枚方市楠葉中町1-5 072-855-6022] 
☆ 雑貨＆cafe くろねこ・くぅ  [枚方市片鉾東町20-1  072-896-9690] 
☆ 京阪総合カウンセリング [枚方市新町2-1-9ほーむ21新町106号 072-814-7140] 

◇   ◇   ◇   ◇   ◇ 

☆ フレッシュベーカリー ラッキー [寝屋川市早子町18-1  072-821-0413] 
☆ 小規模通所授産所施設 ミルキーウェイ [交野市天野ヶ原町２丁目14-20] 
☆ 青年の家 [交野市私部２丁目29--１  072-892-7721] 
☆ 大阪市総合生涯学習センター [大阪市北区梅田1-2-2-500 大阪駅前第2ビル5階 06-6345-5000] 
☆ 「月桃の花」歌舞団 十三スタジオ  [大阪市淀川区木川西3-4-20 2F  06-6885-8475] 
☆ ふらっとねやがわ  [寝屋川市東大利町2-14（市立産業振興センター5階）  072-800-5789] 
☆ ふれあいプラザ香里  [寝屋川市香里南之町19-17 フレスト香里園店１階 072-835-3335] 
☆ 交野市役所内わいわいネット [交野市私部1丁目1-1] 
☆ Cut wa Coconi  [交野市梅が枝55-13 072-893-0020] 
☆ ヘアーサロンおおまち [交野市私部3-17-2 072-891-5024（予約優先）] 
☆ 和食「ふる里」  [三重県伊賀市長田2541-1 0595-21-4498] 
☆ 大阪府衛生会附属診療所 [高槻市奈佐原955  072-696-3351] 
☆ 西宮男女共同参画センター ウェーブ  [西宮市高松町4-8  0798-64-9495] 
☆ 大東市立生涯学習センター アクロス  [大東市末広町1-301  072-869-6505] 
☆ フェルデンハウス北斗星  [寝屋川市萱島東１丁目16-15  070-5435-1965] 
☆ 大阪府立男女共同参画・青少年センター（ドーンセンター） 

[大阪市中央区大手前1丁目3-49 0６-6910-8500] 

ＬＩＰ会計報告（前号以降） 

金額(円) 内容 

13,791 前号から繰り越し 

1,300 広告代 

▼420 郵送代 

▼500 １０月ロッカー代 

▼4,720 １０月号印刷代 

9,451 計（次号へ繰り越し） 

 

応援よろしくお願いします♪ 

■３頁の講座「生きること」については、毎年度末

に講座の内容をまとめた冊子が発行されます。この

日のお話も 2020 年 3 月に発行の冊子に載るそう

で、今から楽しみにしています。冊子はＡ５判で、

市役所や図書館等に無料配布されます。今年度の冊

子には、もうすぐ「ゆかりの本」に登場する新居優

太郎さんのお母さん、新居真理さんのお話が載って

います。（Ｔ） 

 

■ＬＩＰは市民が書き、市民が読む、地域密着型情

報紙です。あなたも紙面に登場してみませんか。 

福祉・介護を考える「すずらんまつり」 
■日時 ２０１９年１１月２７日（日） 

■会場 楠葉中央公園 （雨天 楠葉生涯学習市民センター） 

■連絡先 090-9705-5921（松田）090-7350-0883（大田） 

■参加費 無料 

赤ちゃんからお年寄りまで一人ひとりが大切にされる社会   

「平和」は最大の福祉―憲法いかして福祉優先の社会 

参加者がつながり楽しく交流できる場  


